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３－１ 中島 達也 （機械）   技術士のためのインターネット活用技術 
 
 最近のインターネット技術の革新，接続環境の高速化に伴い，情報の収集・活用の方法が大

きく変わろうとしている。技術士の日常業務も，積極的にインターネットを利用することによ

り，効率よく仕事を進めることが出来る。講演では，これらについて判りやすく具体的に解説

を頂いた。すなわち，代表的な情報検索サイトとその特質を理解し，調査活動の中で旨く利用

することによって情報検索業務の効率を高めることが出来る点，業務に利用できるフリーソフ

トやシェアウェアがいくつか紹介され，コンサルタント業務の中で旨く利用していくことによ

ってコスト削減につながる点，最近のインターネット接続環境の整備動向が紹介され，ＡＳＤ

Ｌ，ＣＡＴＶ等のブロードバンドネットワークを利用して，従来の電話回線の場合より情報の

入手コストが格段に低減できる点，などである。 また，技術士のシーズとクライアントのニ

ーズを結びつけるための情報交換サイトとして，現在開発中の「インターネット技術相談室」

の概要が紹介された。 
 
 
３－２ 羽山 定治 （機械）    「すばる」望遠鏡の静圧軸受の開発 
 
 世界最大級の望遠鏡「すばる」は，文部科学省国立天文台が最新技術を結集し，ハワイ島マ

ウナケア山頂（標高４２００ｍ）に建設したもので，１９９９年， 
わが国の天文学者の長年の夢が実現された。地上望遠鏡としては世界一の性能を誇り，世界の

天文学者にも解放されて本格的な観測が行われている。鏡口８ｍ，総重量５３２ｔの望遠鏡を

支持し，回動させる静圧軸受の直径は１６ｍに達する。該静圧軸受システムは，大型工作機械

技術をベースに，東芝機械（株）によって開発された。講演では，「すばる｣用に開発された高

荷重静圧軸受の構造と特徴，アライメント誤差や変動を吸収させる自動調心機能，耐用年数５

０年を保障するため，高剛性化を目指して採用された鋼材に銅合金をＰＴＡ溶接した静圧パッ

ド，静圧軸受の試験内容，油圧発生装置の構造，観測精度に影響する空気の揺らぎを抑制する

ための高精度油温制御システム等のほか，天文台そのものについて興味深く解説いただいた。 
（中島菊生 記） 
 


